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✞教会堂の建設 

✞敬老ホームの設立 

✞幼稚園の設立 
 
 

        おおおお祈祈祈祈りのりのりのりのリクエストリクエストリクエストリクエスト        
    

●日本の家族の救い 

●各スモールグループのオ

イコス伝道のために 

●入門者クラスのために 

昌代姉、みき姉 

●英語部の働きのために 

●ユースミニストリー、サン

デースクールのために 

●癒しの祈り：恵理奈ちゃ

んの眼、神崎先生の目、

植木ケン兄の糖尿病、新

井雅之兄の癌、中村裕

二先生の直腸癌、藤永

君江姉の癌、Simeon 兄

の癌、スカイ君の心臓、

工藤忠行兄の癌、末広

和美姉の目 
 

        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    
Ｄｅｓｅｒｔ Ｗｉｎｄ では、ご

意見・質問等何でも受け

付けております。 
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あることから人にお金を

貸した昔のことを思い出し

た。それは２６年前のことだ

った。貸した相手は当時

の上司。上司は９０歳を

越したお母様の面倒を見

るために会社を辞める間

際の出来事だった。私に、

生活が困窮していることを

涙ぐんで話され、私にとっ

たら少なくない金額を貸し

た。上司は必ず返すからと

言ったが、亡くなった父は

以前から「お金の貸し借り

が関係を破壊する、貸す

時は、あげてもいいつもり

で貸しなさい」と言ってい

た。なので返って来なくて

も恨みに思うことはしないと

決めていた。そして数ヵ月

後、お母様の長寿を祝う

会を小奇麗な料亭風のレ

ストランを貸し切り、大勢

の方を招いて行った。貸し

たのだからどう使おうと自

由なのに、また、恨みに思

わないと決心したのに、複

雑な気持ちだった。元上

司はその後引越し、以降

連絡が途絶えた。人生の

途上でイエス様と出会って

いたらいいのだが。 

 

 

 

                                                                   
 

 

 

 

 （イザヤ４３：１９） 

 

『『『『十字架十字架十字架十字架のことばのことばのことばのことば』』』』（（（（第一第一第一第一コリントコリントコリントコリント 1111：：：：18181818－－－－25252525））））    

    
 

以前から、多くのアメリカの教会を巻き込んでいる非常に困

った動きがあります。それはシーカーズ・フレンドリーと呼ばれる

もので、人々に直ぐに福音を語らずに、先ず友達になり、愛を

もって受け入れてから福音を語ろうという考えです。 

  もちろん、この方法は、ほとんどの教会が昔からやってきたこ

とですが、シーカーズ・フレンドリーというのは、それとは違うので

す。彼らの主張はノンクリスチャンが嫌う罪の話や、地獄の

話、悔い改め、などの話を一切しないで、ただ神の愛だけを

語ろうということで、その結果は、今まで健全であった多くの教

会が世俗化し、霊的な力を失わせています。 

 使徒パウロは、十字架に付けられたキリストだけを語り続け

ました。それは十字架のことばこそが神の力であり、聖霊が

人々の心を悔い改めに導くために用いられるものだからです。  

  ①①①①神神神神のののの知恵知恵知恵知恵でででで知知知知るるるる十字架十字架十字架十字架のののの奥義奥義奥義奥義    

 コリント人への手紙には知恵という言葉がひんぱんに出てき

ますが、これらの知恵は二つの種類に分けることができます。

それは、『この世の知恵』と『神の知恵』です。ギリシャ人に代

表されるこの世の知恵は、偉大な神の存在を自分の頭で理

解しようとしました。そこで神は、誰にでも認められる人間の姿

をとって人々の前に来て下さり、神が人となられたという愚かな

“たわごと”にしか聞こえない、謙遜の限りを尽くした愛のメッセ

ージによって信じる者を救うこととされたのです。 

 しかし、この愛のメッセージが心に響くには、私たちが罪人と

しての自分に気付かなければなりません。もちろん、自分の頭

で罪を理解しても、イエス・キリストを信じるなら救われます。し

かしそれでは、この愛のメッセージは心に響きません。聖霊の

働きによって心から自分の罪に目覚める時に、私たちはこの

愛のメッセージに言い知れぬ感動を覚えるのです。これが私た

ちを救う神の知恵です。 

    

②②②②十字架十字架十字架十字架のことばはのことばはのことばはのことばは神神神神のののの力力力力    

 使徒パウロはヨーロッパに福音を宣べ伝えましたが、そこで彼

の働きを阻止しようとして、彼の前に立ちはだかるものがありま

した。それはギリシヤ哲学でした。ギリシャ哲学に傾いた人々

は弁論が得意で、『知恵のことば』を求めました。しかしパウロ

は、「私は知恵のことばではなく、十字架のことばを語る」と言

いました。なぜパウロがそう言ったかというと、『十字架のことば』

にしか人を救う力がないからです。 

 18 節に、「十字架のことばは、滅びに至る人々には愚かで

あっても、救いを受ける私たちには、神の力です」とあります。さ

らに 24 節には、「しかし、ユダヤ人であってもギリシャ人であっ

ても、召された者にとっては、キリストは神の力、神の知恵なの

です」とあります。 これは、『十字架のことば』こそが人を救う

『神の力』だということです。いくら『知恵のことば』を用いて人を

感動させても、それでは人は救われません。人間の『知恵のこ

とば』には人を救う力がないからです。 

  ③③③③天国天国天国天国とととと地獄地獄地獄地獄    

 神の言葉である聖書は、死んだ後の永遠の世界を明らかに

しています。それは、人間がどんなに考えても知り得ない世界

であり、人間を造り、死後の世界を支配しておられる神だけが

知る世界です。その聖書によれば、死はすべてのものの終わり

ではなく、死んだ後に永遠の世界があることが分かります。そし

て、その永遠の世界には二つの世界があり、義人（罪のない

人）は天国に行き、罪人（神の戒めを破った人）は地獄に行く

ことが定められているのです。 

そこで問題は、あなたは義人であるか、それとも罪人である

か、ということです。それに対して、聖書は、「すべての人が罪を

犯した」と宣言します。つまり、生まれながらのすべての人は、

その罪のために永遠のさばき（地獄）が定められているのです。

そこで愛の神は、人間の罪をさばくために、御子イエス・キリス

トを身代わりとして十字架につけ、信じるすべての者を義とし、

天国への道を開かれたのです。 

 

LVJCCLVJCCLVJCCLVJCC 牧師牧師牧師牧師：：：：    鶴田健次鶴田健次鶴田健次鶴田健次    
 

    「「「「思思思思えばえばえばえばいつもいつもいつもいつも主主主主がががが隣隣隣隣にににに」」」」        
 

 

証証証証しししし：：：：    石原石原石原石原    真一郎真一郎真一郎真一郎    
 

主の訓練とくすしき御恵みに心より感謝申し上げます。

先日、けい姉に賛美チームのオーディション受けてみま

せんかと言われ、かなり気軽に承諾致しました。今から思

えば身の程知らずと言えると思います。学生の頃、当時

はやっていたゴスペルフォ－クを伝道集会で数人の友達

と歌っていたこともあったので、練習すれば何とかなるか

なと思いました。家で英語の聖歌を練習しているのを聴

いていた妻は、「まるで演歌だね。」 長男はまじな表情で

「お父さん、やめたほうがいいよ。」など家族の冷ややか

な反応にもめげず、賛美に参加させて頂きました。 

ところが礼拝での賛美のビデオを見て、文字通り愕然

と致しました。さおり姉の聖霊様と若さにあふれ輝いてい

る姿にくらべ、霊的にも外見的にもあまりにも薄汚れくす

んでしまっている自分の姿に、消えてなくなってしまいた

いような、元の世界のほうが自分にはしっくりくるんじゃな

いか。神を賛美すると言うよりもカラオケを歌っているよう

な自分を目の当たりにし、聖なる聖なる礼拝にはこんな

自分はふさわしくないと、信仰的にも落ち込んでしまいま

した。 

主と皆様の愛と寛容のおかげで続けさせて頂いており

ますが、神様は罪の自覚の足りない私にこういう形で、穢

れた自分の姿を直視させる事によって自覚を促そうとさ

れていることを痛感しております。 

前回の礼拝での賛美の準備で前に立っている時に、

何故か鳥肌が立ってまいりました。風邪も治ったし賛美も

３回目で緊張もしてないと思うのですが、これはどうした

のだろうと思っていたところ礼拝後、ケイ姉に御霊の臨在

があったことを言われたので、あーそうだったんだと初め

てのことに感激し家に帰りさっそく証しいたしました。主の

霊により礼拝し、賛美を捧げさせて頂いているのだという

事を実感いたしました。 

実は、百害あって一利無しと言われる喫煙の習慣を、

なかなか断ち切ることができずにいたのを、受洗を機にき

っぱりとやめました。と言いたいところですが仕事中のト

ラブルなどでストレスを感じると、つい一箱買って２，３本

吸っては捨てるということを何度か繰り返しておりました。 

 

しかし賛美チームへのお誘いを頂いて、やっと思い切る

ことができました。咳き込んでしまうし何より神様に賛美

を捧げる者としては断じてよくないという気持ちを与えら

れました。“俺は石原じゃなくイシヨワだな”と自嘲してい

た意思薄弱なわたしですが、まさしく主による不思議な

御業と感じます。 

このトシで始めるのもおっくうだと思っていた E-Mａｉｌに

も、証しを書くことで半ば強制的に挑戦させて頂き、あら

ゆる主の訓練に本当に感謝しております。 

また、教会に通い始めて以来一番ともいうべき試練、

それは我が過去の罪の総決算を突きつけられたような

事態が起こった時、神は試練と同時に出口も備えていて

下さると祈りつつも、本当の意味で信じきる事ができず、

暗澹たる気分に落ち込んでしまいました。 

そんなやりきれない気持ちを、ついまた煙草に求めよ

うとしてしまい、“今度の賛美は休みだし、まぁいいか” と

思っていたところ、絶妙のタイミングでケイ姉妹より電話

があり、今度の礼拝で賛美をするよう言われました。“あ

ぁ、これはいかん” と煙草を思いとどまると同時に、今わ

たしの隣に生きた神様が見ていて下さっていることを感

じました。 

そして翌日の祈祷会の鶴田先生の説教の主題が「思

い煩いからの解放」、マタイ６：２５－３４「今日あっても、

明日は炉に投げ込まれる野の草さえ、神はこれほどに

装ってくださるのだから、ましてあなたがたに、よくして下

さらない訳がありましょうか。信仰の薄い人達。」 何とい

う的確な答え、主はすべてご存知でその出口をも用意し

待っていて下さっていることを、心に再確認いたしまし

た。 
           

「我が持てるものは主よ汝がもの。聖き御いくさに用い

給え。」（聖歌 神の御子にます） 
 

金も地位も人脈も何も持てるものはありませんが、あ

るのはこの身体とイエス様を唯一の我が救い主と信じる

心だけ。頑張ります。  感謝 
 

「「「「私私私私のののの口口口口のことばとのことばとのことばとのことばと、、、、私私私私のののの心心心心のののの思思思思いとがいとがいとがいとが御前御前御前御前にににに、、、、受受受受けけけけ入入入入

れられますようにれられますようにれられますようにれられますように。。。。わがわがわがわが岩岩岩岩、、、、わがわがわがわが贖贖贖贖いいいい主主主主、、、、主主主主よよよよ。」。」。」。」    詩篇詩篇詩篇詩篇

１９１９１９１９：：：：１４１４１４１４    

 

 


